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国際経営研究所所長 海老漂 栄 一

平成元年に誕生した湘南ひらつかキャンパス (発足当時は､平塚キャンパス)

は､今年20周年を迎えた｡学部に附置されている国際経営研究所も同じく20周

年を迎えた020年の問にさまざまな社会的､経済的変化に遭遇 した.直近でい

えば､サブプライムローンに端を発するといわれている世界同時不況や､豚や

鳥に端を発する新型インフルエンザがその代表的な"事件"であろうO

このような新たな社会的事件は､事前に予測することができないばかりでな

く､起こった事象に直ちにしかも的確に対応する術を私たちは知らない｡あり

ていにいえば右往左往するのが関の山である｡だからといって何もしないで腕

を組んで嵐が過ぎ去るのを待つのもなさけない｡

わが国の経済の基盤を支えてきた産業は､時代とともに変容を遂げてきてい

る｡鉄鋼､繊維､化学､自動車､精密､･日の流れはそのことを物語っている｡

しかもこれら異なった産業群に共通しているのは､多生産-→多販売-多消費-

多生産-･の"多"ではないだろうか｡時にこの"多"は､浪費の前につく形容詞

としても使われる｡自然に戻されないまま廃棄されるゴミも､その根本問題の

ひとつは"多"にあるのかも知れない｡今 日 (こんにち)の便利さと将来の不便

さとは､時間の流れをある程度とれば､均衡の関係にある｡言い方を変えれば

便利さ>不便さがやがて､便利さ-不便さとなる構図である｡

追求する便利さが大きければ大きいほど､未来からやってくる不便さもその

便利さに競うように大きくなる｡今回の特集は､｢21世紀の展望一文化 ･社会 ･

経営-｣である｡人間という生き物の"わがままな"生き方を少し見直し､節度

のある思考や行動を組み込むとどうなるであろうか｡国民総生産はそれほど高

くなくても､国民-人当たりの"幸せ度"の高い国の話を聞いたことがある｡物



質を過度に自分のものにすることを抑え､共有か共用の道を一部採り入れるの

も一つの方策になるだろう｡21世紀は20世紀の資源多消費に別れをつげ､資源

節約文化あるいは資源大切文化の社会を目指すという､一種のパラダイムシフ

トが今求められている｡

高価な"もの''を少量手にいれ大切に利用するとか､公共性のある商品はでき

るだけ共同利用するとかの､一種の"縮み"文化の体験は面白いかもしれない｡

通勤でも使われだしたカーシェアリングの方式は景気が悪いときの一過性現象

ではなく､資源共用の走りになる予感すらある｡そして基盤産業交替の時期が

やがて到来する可能性を潜めている｡文化の変貌が社会や経営の仕組みを変え

る様子を見届けたい｡
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